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04視覚論
　ここでは、視覚に着目し、その人体のメカニズムと人が空間

を知覚する手立てを明らかにします。

　文献調査によると、人が空間を知覚する手立てとして『生理

的手掛かり』と『経験的手掛かり』の２種があり、ここでは経

験的手掛かりを奥行き知覚の手立てとして展開する。

奥行きの知覚 絶対距離

相対距離 線遠近法

相対位置

重なり

明暗関係

色合い ( 進退 )

両眼視差

調節

輻輳

水晶体のピント調節機能による 生理的手掛かり

経験的手掛かり

遮蔽物の有無やその空間位相配置による

色彩など光学的要素による

　J.J. ギブソンの視覚論のなかでも経験的手掛かりと空間の相

関関係から線遠近法、重なり、きめの勾配を奥行きを知覚さ

せる要素として抽出し、奥行きを知覚する空間の基本概念と

して考察を行った。 線遠近法 きめの勾配重なり

　近年、空間を仕切る方法として壁を用いて分節するのではなく、空間の屈折を用いて空間をゆるやかに連続させる事例が見

られる。空間の屈折を用いることで、その可視･不可視の関係や奥行きの深さ･浅さといった視覚的変化を伴い人間の知覚しう

るスケールから建築を作ることが可能である。

　そのためには、実際の距離の大小によって生成される奥行きだけでなく先の空間への期待感のような感覚的な奥行き感も同

時に考慮する必要がある。

　『屈折』を壁の折れ曲がりによる平面形態の折れだけでなく

屋根の折れを含めた立体的な空間の折れとし、『奥行き感』を

生成する空間の設計手法の提案を目的とする。

　『奥行き』が実質的距離であるのに対し、『奥行き感』は実

際の距離によらない視覚的空間認知による感覚的距離感と定

義する。 depth

?

『奥行き』

『空間の実質的距離』 『視覚的空間認知による感覚的距離』

『奥行き感』

space perception

奥行き感を生成する空間設計手法の提案 -空間の屈折を変数としたパラメトリックデザイン -



06調査対象の選定と空間概念の抽出

07設計概要

08形態生成プロセスの提示

線遠近法

きめの勾配 表層

重なり

単焦点

多焦点

単屈折空間

分岐

集合

無方向

無

模様

線連続

連続

深度差異

構成要素

遮蔽

規則

テクスチャ

収縮 求心

直線

放射

平行

膨張

間隙

分節

屈折

線的に先窄みになっている

空間

両端の壁が平行である基準

となる。

末広がりになっている空間

屈折により先の空間が遮蔽され

全く見通せない閉塞的空間

一点から放射的に広がることで

奥行き感が弱まる。

線的に一点に集まることで奥行

き感が強まる

空間の長さに比例して奥行き感

が強まったり弱まったりする。

屈折により遮蔽された部分と見

通せる部分とがあり先が見え隠

れすることで奥行きに期待感が

持てる空間

屈折により遮蔽された部分と見

通せる部分とがあり先が見え隠

れすることで奥行きに期待感が

持てる空間

空間が複数に分かれるこ

とで岐路状の形態となっ

た空間

空間ヴォリュームが複数

配置されることで作られ

る空隙の空間

空間ヴォリュームが複数

重複して作られるの空間

直行や直角でない屈折角度

を持って曲がった空間

仕切りが連続的かつ直線上

につながる空間

層が奥行き感を強める空間

方向性が複雑化することで空間に

多様な奥行き感がもたらされる

奥行きのギャップが生まれる仕切りが位相のズレを持

ちながらつながる空間

仕切りが無規則に位置をと

る空間

線的規則性をもっている

表面が起伏やモジュールを

もっている状態

表面が平滑で何もない状態

離散

重合

無垢

特徴的空間構成 空間概念

多層

凹凸

角度差異

多方向

表層に奥行きを知覚する手掛かりが

少ない為、奥行き感を感じにくい

表層に模様があることで奥行きを知

覚する手掛かりがあるので奥行きを

感じやすい

線的要素の間隔により奥行き感を

知覚しやすい

　空間の屈折を持つ実在の建築事例を近年における建築系雑

誌、作品集などから 47事例抽出・選定し、調査対象とした。

また、そこから 13の特徴的空間構成と 12の空間概念の抽出

を行った。

　抽出された特徴的空間構成、空間概念を個々に整理・考察し、

建築に於ける空間形態へと展開して行く。

以上を設計提案の基本概念として形態生成を行う。

　抽出された奥行き感を構成する要素から実際の建築空間を

作成することで、建築ヴォリュームの屈折や建築構成要素の

連続により空間がどのように変化、構成されるのかを考察す

る。

　下記８つのプロセスを奥行き感を生成する空間設計手法と

し、初期値と変数となる屈折角度を与えながら空間を構成す

る。また、空間の生成には grasshopper を用いたパラメトリッ

クデザインを採用し、人間の恣意性をコンピュータアルゴリ

ズムにのせて形態化を行う。
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02. 奥行き長さと空間幅員の決定
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03. 高さの決定と遠近法の操作

L1 L2
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04. 高さの決定と遠近法の操作01. 視点の設定

視軸

空間軸基準点

視点
注視点

転換点

05. 分岐 06. 端部 07. 積層 08. 開口

roof edge point

junction point

01

closest point 01

closest point 02

02

structual wall 01

03

floor edge point

04

closest point 01-1

closest point 02-1

closest point 02-2

closest point 01-2

05

structual wall 02

structual wall 03

06

missing value

07

08

boundary line

cut surface

０ θ
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F(H_up)= -α*sin(x) + β (∵ β＞α　）

F(H_up)max= α+β
F(H_up)max= β-α

γ = round{F(H_up)}

γ

01

02

03

04



09計画敷地

11平面計画

site

Cat Street

Omotesando Street

Yoyogi Gymnasium

Jingu Forest

Harajuku Station

Shibuya Station

　本敷地は、明治通りの東側に面し、用途地域は西側の一部が

商業地域で東側の大半が第二種低層住居地域に指定されてい

る。

　宮下町アパートは、1961～1965 年に建設された３つのア

パートのうち 1、2号棟は昨年解体。現在は 3号棟のみ残って

おり、この建物の低層部に 11の借地権者が店舗を携えている。

　アクセス、地形的高低差、地区計画等法規による制約を加味

しながら全体を決定する。

　各階ヴォリュームは三叉クラスタの連続が３層とそれらを繋

ぐ積層の空間で全体が構成されており、用途毎に異なった初期

値を与え、用途に適応した形態で積層する。

10ヴォリューム　　
　アクセス、地形的高低差、地区計画等法規による制約を加味

しながら全体を決定する。

　各階ヴォリュームは三叉クラスタの連続が３層とそれらを繋

ぐ積層の空間で全体が構成されており、用途毎に異なった初期

値を与え、用途に適応した形態で積層する。



12断面計画
61

00
94

00

33
00

33
00

50
0

33
00

50
00

20
40

0

49
00

34
00

X０X1X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13X14X15X16X17X18

7500 7500 7500
30000

7500 7500
2700 4800 4600 2900 3000 4500

7500
22500 22500

7500 7500 7500
1640043600

8900610075004500620058006000
19300

135000

7500 7500 7500
4800 2700

▼GL

50
00

43
00

37
00

44
00

30
00

30
00

35
00

15
00

50
0

美術館回廊

駐車場出口

研究室

インフォメーション

地階連絡通路
バックヤード

機械室

ショップ

ショップ
カフェ

カフェ

温室

ショップ
ショップ

受付 待合 事務手続き 市場 飲食店
ホール

ショップ

ショップ

ショップ

ショップ

管理用倉庫

オフィス

図書室図書室

廊下

図書室自習室図書室

閉架書庫

図書室

読書室

ショップ

ショップ

ショップ

ショップ

ショップ

収蔵庫

バックヤード
展示室

展示室
展示室

機械室
管理用駐車場

事務所

13立面計画
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